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避
難
所
で
夜
間
診
療
も

　
西
日
本
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
出
た
倉
敷
市
で
、
公

的
機
関
や
医
療
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
連
携
し

た
「
倉
敷
地
域
災
害
保
健
復
興
連
絡
会
議
」
　
（
Ｋ
ｕ
ｒ
ａ

Ｄ
Ｒ
Ｏ
）
が
立
ち
上
が
っ
た
。
面
積
の
３
割
が
水
没
し
た
真

備
町
地
区
を
中
心
に
、
医
療
・
保
健
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る

支
援
内
容
を
集
約
一
共
有
し
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
活
動

を
展
開
す
る
。
既
に
避
難
所
で
の
夜
間
診
療
な
ど
を
始
め
て

い
る
。

倉
敷
市
真
備
町
地
区
の
避
難
所
で
夜
間
診
療
に
当
た
る
医
師
＝
1
4
日
、

　
復
興
連
絡
会
議
は
事
務
局
を

倉
敷
市
保
健
所
に
置
き
、
同

保
健
所
や
岡
山
県
備
中
保
健

所
、
厚
生
労
働
省
、
県
、
日
本

医
師
会
、
日
本
赤
に
匠
に
座

日
本
病
院
協
会
、
国
際
医
療
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害
派
遣
医
療
チ

ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
）
な
ど
で
構
成
．
被
害
が
拡

大
し
、
県
内
外
か
ら
避
難
所
に

派
遣
さ
れ
た
医
療
チ

ー
ム
が

軸
と
な
っ
て
情
報
交
換
す
る

中
で
形
成
さ
れ
、
倉
敷
の
「
ク

ラ
」
、
災
害
復
興
会
議
を
意
味

す
る
「
デ
ィ
ザ
ス
タ

ー
・
リ
カ

バ
リ
ー
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
の
頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ

た
．

．

　
朝
、
夜
と
１
日
２
回
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
い
た
上
で
医
療

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
避
難
所
生

活
、
救
援
物
資
な
ど
に
関
す
る

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
分
野
ご
と

に
集
約
し
、
各
団
体
で
情
報
を

共
有
。
役
割
分
担
を
す
る
と
と

も
に
支
援
方
針
を
決
め
、
実
践

す
る
。

　
医
療
分
野
で
は
真
備
町
地
区

の
避
難
所
に
診
察
室
を
設
け
、

巡
回
診
療
を
実
施
し
て
い
る
。

活
動
に
当
た
っ
て
は
、
熊
本
地

震
の
際
に
初
め
て
運
用
さ
れ
た

災
害
時
診
療
用
の
情
報
集
約
シ

ス
テ
ム
「
Ｊ
－
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」

を
駆
使
。
被
災
者
の
病
気
や
け

が
の
デ
ー
タ
が
迅
速
に
解
析
で

き
、
現
地
の
状
況
に
応
じ
た
効

果
的
な
対
応
策
を
打
ち
出
せ
る

と
い
う
。

　
避
難
所
で
の
夜
間
診
療
は
1
4

日
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
厳
し

い
暑
さ
の
中
、
昼
間
に
自
宅
の

片
付
け
な
ど
で
体
力
を
消
耗

し
、
夕
方
か
ら
避
難
所
に
戻
っ

て
く
る
人
た
ち
の
健
康
管
理
に

対
応
す
る
た
め
だ
。

　
岡
田
小
（
同
町
岡
田
）
の
避

難
所
で
は
同
日
、
被
災
地
応
援

で
同
町
入
り
し
た
大
阪
赤
十
字

病
院
の
チ
ー
ム
が
夜
間
診
療
を

担
当
。
午
後
３
時
～
８
時
、
け

が
を
し
た
り
、
不
眠
や
体
調
不

良
を
訴
え
た
り
し
て
い
る
約
2
0

入
を
診
た
。
「
半
袖
で
家
の
片

付
け
を
し
た
か
ら
日
焼
け
が
ひ

ど
い
。
足
に
も
ま
め
が
で
き
た
」

と
い
う
7
0
代
女
性
は
受
診
し
て

薬
を
処
方
さ
れ
「
昼
は
作
業
が

あ
り
、
な
か
な
か
時
間
が
取
れ

な
い
の
で
あ
り
か
た
い
」
と
感

謝
し
て
い
た
。

　
復
興
連
絡
会
議
は
ほ
か
に

ま
び
記
念
病
院

　
西
日
本
豪
雨
で
大
規
模
な
浸

水
被
害
を
受
け
て
機
能
不
全
に

陥
っ
た
「
ま
び
記
念
病
院
」
（
倉

敷
市
真
備
町
川
辺
）
が
1
8
日
午

後
か
ら
診
療
を
再
開
す
る
。
時

ご

　一　－

も
、
浸
水
し
た
呉
妹
診
療
所
（
同

討
尾
崎
）
の
敷
地
内
に
テ
ン
ト

を
設
け
、
医
師
や
看
護
師
、
薬

雲
０
８
２
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剤
師
を
派
遣
し
て
診
療
業
務
を

サ
ポ
ー
ト
。
今
後
は
同
地
区
で

被
災
し
た
医
療
機
関
の
再
開
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
復
旧
を
視
野

に
活
動
す
る
考
え
だ
。

き
ょ
う
再
開

間
は
当
面
、
午
前
1
0
時
～
正
午
、

午
後
３
時
～
５
時
、
同
６
時
～

８
時
を
予
定
し
て
い
る
。

　
丸
亀
市
の
一
般
社
団
法
人
・

瀬
戸
健
康
管
理
研
究
所
か
ら
健

康
診
断
用
の
車
両
１
台
を
無
償

で
借
り
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

確
保
し
た
診
察
室
を
備
え
て
お

り
、
心
電
図
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス

線
、
超
音
波
な
ど
の
検
査
が
で

き
る
。

　
岡
山
県
医
師
会
、
地
元
の
吉

備
医
師
会
、
�
則
一
統
浙
ゲ
一

刻
イ
万
Ａ
Ｍ
ｎ
Ａ
な
ど
が
今

後
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、

検
査
技
師
ら
を
派
遣
し
診
療

を
支
援
す
る
。
被
災
し
た
真
備

町
地
区
の
小
児
科
医
も
加
わ

る
。

　
ま
び
記
念
病
院
の
村
上
和
音

理
事
長
は
「
地
域
の
住
民
た
ち

の
た
め
に
も
一
日
も
早
く
病
院

を
復
興
さ
せ
た
い
。
そ
の
第
一

歩
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。
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